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家畜排せつ物管理施設から発生する温室効果ガスとしては汚水浄化処理施設からが
最も多く、特に温室効果が二酸化炭素の296倍とされる一酸化二窒素が多量に発生す

研 究 目 的 る場合があり早急な対策が求められている。
そこで、汚水浄化処理施設において一酸化二窒素の発生が削減できるとされている

炭素繊維をろ材（担体）として用いた炭素繊維リアクターを試作して、活性汚泥処理
法による汚水浄化処理施設曝気槽内に浸漬し、一酸化二窒素を中心とした温室効果ガ
スの削減効果を年間を通じて実測評価して削減効果の検証を行う。

汚水浄化処理施設から発生する温室効果ガスを削減するため、炭素繊維をろ材とし
全 体 計 画 たリアクターを新規開発して実規模施設に導入し、チャンバー法により排出データを

収集してその温室効果ガス削減効果を検証する

研 究 対 象 豚 専 門 部 門 畜産環境

○ 本年度試験のねらい
炭素繊維リアクターによる温室効果ガス削減効果を検討する。

試験１ 炭素繊維リアクターによる温室効果ガスの削減
〈時 期〉 平成３０年４月～平成３１年３月
〈試験の内容〉 実農場の活性汚泥浄化処理施設において、曝気槽内に炭素繊維リアクターを浸漬

し、原水及び処理水等の成分と一酸化二窒素を中心とした温室効果ガスの浸漬前
後の調査により削減効果を比較検討する。

○ 前年度までの成果
１ 容積約100m の曝気槽に浸漬する炭素繊維リアクターを試作した。3

２ 汚水浄化処理施設の汚水や処理水等の水質分析を1～2週間おきに実施(4月～)したところ、BOD
は効率的に除去されており、窒素成分も亜硝酸態窒素、硝酸態窒素へと硝化が進行していた。

３ 汚水浄化処理施設の曝気槽にチャンバーを設置し、排出される温室効果ガスをマルチガスモニ
ターにより5～15分間隔で連続的に測定した結果、一酸化二窒素の発生には日内変動が認めら
れるとともに高排出期と低排出期が認められた。

４ メタンは曝気による好気的な処理のためほとんど発生しなかった。

○ 協力関係
気候変動緩和コンソーシアム（農研機構畜産研究部門他１独法、4大学7道県4企業）




